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室
町
期
冷
泉
家
古
今
学
に
関
す
る
一
資
料

│
三
康
文
化
研
究
所
附
属
三
康
図
書
館
蔵﹃
為
和
秘
抄
﹄所
収
の
古
今
注
を
め
ぐ
って
│舘

野　

文
昭

は
じ
め
に

　

中
世
に
お
け
る
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
注
釈
は
、
謡
曲
・
軍
記
・
お
伽
草
紙
等
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
芸
に
も
影
響
を
与
え
て
お
り
、
文
化
史
意

義
は
大
き
い
。
そ
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ
て
久
し
く
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
重
要
な
先
行
研
究
と
し
て
、
ま

ず
片
桐
洋
一
氏
﹃
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
﹄
全
六
巻
七
冊⎝

₁
⎠が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。
片
桐
氏
は
中
世
の
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
注
釈
書
︵
以
下
﹁
古

今
注
﹂
と
す
る
︶
を
広
く
調
査
し
て
解
題
を
施
し
、
そ
れ
に
よ
り
中
世
古
今
注
世
界
の
輪
郭
が
見
え
て
き
た
。

　

ま
た
、
近
年
に
な
っ
て
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
﹃
古
今
集
注
釈
書
伝
本
書
目⎝

₂
⎠﹄
が
刊
行
さ
れ
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
古

今
注
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
が
一
覧
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
に
各
書
目
の
伝
本
研
究
や
本
文
的
影
響
関
係
の
研
究
の
基
盤
は
整
っ
た
と

言
え
る
。
こ
の
目
録
を
活
用
し
て
伝
本
研
究
・
本
文
研
究
を
進
め
、
片
桐
氏
の
著
述
を
補
訂
し
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
が
、
今
後
の
研
究
課
題
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の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
ま
だ
現
存
す
る
全
て
の
古
今
注
が
把
握
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
目
録
書
名
か
ら
そ
れ
が
古
今
注
と
分

か
ら
な
か
っ
た
り
、
他
の
書
目
と
合
写
さ
れ
て
伝
わ
っ
て
い
た
り
等
の
事
情
で
、
見
逃
さ
れ
て
い
る
古
今
注
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
そ

う
し
た
古
今
注
を
調
査
し
、﹃
伝
本
書
目
﹄
を
補
っ
て
ゆ
く
の
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
古
今
注
の

一
つ
で
あ
る
、
三
康
文
化
研
究
所
附
属
三
康
図
書
館
所
蔵
の
﹃
為
和
秘
抄
﹄
と
い
う
写
本
に
合
写
さ
れ
る
古
今
注
を
取
り
上
げ
、
考
察
を
加

え
、﹃
古
今
集
﹄
注
釈
史
に
お
け
る
位
置
付
け
を
試
み
た
い
。

一
、
三
康
図
書
館
蔵
『
為
和
秘
抄
』
に
つ
い
て

　

検
討
に
先
立
ち
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
古
今
注
を
収
め
る
三
康
図
書
館
蔵
﹃
為
和
秘
抄
﹄
と
い
う
写
本
に
つ
い
て
基
本
事
項
を
述
べ
て
お

く
。
ま
ず
書
誌
を
略
記
す
る
。

三
康
文
化
研
究
所
附
属
三
康
図
書
館
蔵
︵
函
架
番
号
：５
・
１
２
３
３
︶。
袋
綴
一
冊
、
五
針
眼
。︹
江
戸
時
代
前
中
期
頃
︺
写
。
①
﹃
題

会
之
庭
訓
﹄
②
為
和
改
編
本
﹃
和
歌
会
次
第
﹄
③
佚
名
古
今
注
の
三
書
目
を
合
写
。
目
録
書
名
﹁
為
和
秘
抄
﹂。
表
紙
は
原
装
斜
方
格

子
渋
引
表
紙
︵
二
十
三
・
〇
×
十
七
・
四
糎
︶。
外
題
は
表
紙
左
肩
に
﹁
為
和
秘
抄
﹂︵
本
文
と
別
筆
︶
と
打
付
墨
書
。
内
題
は
、
①
ナ
シ

②
﹁
和
歌
会
次
第
夜
儀　

家
説
﹂
③
ナ
シ
。
遊
紙
前
後
各
一
丁
。
料
紙
は
楮
紙
。
毎
半
葉
十
行
。
字
面
高
さ
は
①
本
文
︵
一
を
含
ま
ず
︶
約

十
八
・
四
糎
、
②
本
文
約
十
七
・
三
糎
︵
項
目
名
は
本
文
よ
り
約
二
字
上
げ
︶、
③
本
文
︵
一
を
含
ま
ず
︶
約
十
八
・
七
糎
。
墨
付
丁
数
は

三
十
四
丁
︵
①
１
オ
～
12
ウ
、
②
13
オ
～
19
ウ
、
③
20
オ
～
34
ウ
︶。
印
記
、﹁
柳
原
庫
﹂︵
朱
・
陰
刻
・
長
方
・
子
持
枠
・
篆
︶、﹁
大
橋
／

圖
書
／
館
印
﹂︵
朱
・
陽
刻
・
方
・
単
枠
・
篆
︶、﹁
安
田
家
寄
附
特
別
図
書
﹂︵
朱
・
陽
刻
・
長
方
・
子
持
枠
・
隷
︶、﹁
原
／
田
﹂︵
朱
・
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陰
刻
・
方
・
単
枠
・
篆
︶。
奥
書
①
﹁
如
何
様
与
風
罷
下
以
拝
顔
猶
々
御
不
審
／
之
儀
可
申
候
披
講
博
士
は
去
年
注
進
之
間
／
只
今
注
不

進
候
／
為
和
／
藤
澤
御
同
宿
中
﹂︵
本
奥
書
︶
②
﹁
此
一
巻
乍
斟
酌
御
懇
望
之
間
以
庭
訓
／
之
旨
奥
注
進
候
家
明
鏡
深
可
被
禁
／
外
見
者

也
／
右
衛
門
督
為
和
︵
花
押
︶
／
藤
澤
御
同
宿
中
﹂︵
本
奥
書
︶
③
ナ
シ

　

右
の
通
り
、本
書
は
江
戸
時
代
前
～
中
期
頃
の
書
写
と
見
ら
れ
る
写
本
で
、柳
原
家
旧
蔵
、﹁
為
和
秘
抄
﹂
と
い
う
外
題
が
付
さ
れ
、三
つ
の

異
な
る
書
目︵
書
写
さ
れ
る
順
に
①
②
③
と
し
た
︶が
合
写
さ
れ
て
い
る
。
①
は
室
町
後
期
の
上
冷
泉
家
当
主
で
あ
る
冷
泉
為
和︵
一
四
八
六

～
一
五
四
九
︶
の
著
し
た
和
歌
会
作
法
書
で
あ
り
、そ
れ
に
続
い
て
書
写
さ
れ
る
②
は
為
和
の
先
祖
で
あ
る
藤
原
定
家
著
の
歌
会
作
法
書
﹃
和

歌
会
次
第
﹄
を
為
和
が
改
編
し
た
も
の
で
あ
る⎝

₃
⎠。

こ
の
両
書
は
基
本
的
に
合
写
さ
れ
て
伝
存
し
て
い
る
。
①
②
に
続
い
て
佚
名
の
古
今
注
が

書
写
さ
れ
る
。
こ
の
③
は
同
内
容
の
古
今
注
が
確
認
で
き
ず
、
奥
書
も
無
く
、
成
立
事
情
等
は
未
詳
で
あ
る
。

　

①
②
に
関
し
て
は
、
本
奥
書
に
見
え
る
脇
付
﹁
藤
澤
御
同
宿
中
﹂
か
ら
、
為
和
が
藤
沢
清
浄
光
寺
︵
遊
行
寺
︶
に
伝
え
た
も
の
の
転
写
本
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
遊
行
寺
に
は
為
和
の
自
筆
と
思
わ
れ
る
﹃
題
会
之
庭
訓
﹄
と
為
和
改
編
﹃
和
歌
会
次
第
﹄
を
合
写
し
た
伝
本
が
存

在
す
る
。
そ
の
為
和
自
筆
本
は
既
に
川
平
ひ
と
し
氏
に
よ
っ
て
翻
刻
紹
介
さ
れ
、
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
論
に
お
い
て
こ
の
三

康
図
書
館
本
に
つ
い
て
も
簡
単
に
言
及
さ
れ
て
い
る⎝

₄
⎠。
川
平
氏
は
、
三
康
本
は
、
遊
行
寺
本
と
本
文
・
奥
書
も
含
め
て
一
致
し
て
い
る
も
の

の
、
署
名
表
記
の
異
な
り⎝

₅
⎠か

ら
、
遊
行
寺
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
同
内
容
の
署
名
部
分
の
み
違
え
て
書
写
し
た
本
の
転
写
本
で
は
な
い
か

と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
川
平
氏
は
①
②
に
つ
い
て
は
言
及
す
る
も
の
の
、
③
古
今
注
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
そ
の
他
、
本

書
の
③
に
つ
い
て
指
摘
の
あ
る
先
行
研
究
は
確
認
出
来
な
い
。
本
書
の
①
②
は
同
内
容
の
善
本
が
存
在
し
、
そ
れ
が
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
る

以
上
、
三
康
本
の
意
義
は
必
ず
し
も
大
き
く
な
い
。
し
か
し
③
は
、﹃
伝
本
書
目
﹄
に
も
未
載
で
あ
り
、
先
行
研
究
も
無
い
の
で
、
こ
こ
で
検

討
し
て
み
る
意
義
は
充
分
に
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
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猶
、
外
題
に
﹁
為
和
秘
抄
﹂
と
あ
り
、
為
和
の
著
作
で
あ
る
こ
と
が
明
か
な
①
②
と
合
写
さ
れ
て
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
注
を

冷
泉
為
和
の
も
の
と
考
え
た
く
な
る
が
、
本
書
の
外
題
は
、
①
②
の
本
奥
書
に
基
づ
い
て
享
受
者
が
付
し
た
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
①

②
は
一
緒
に
伝
来
し
た
も
の
で
間
違
い
無
い
が
、
③
と
①
②
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
①
②
と
切
り
離
し
て
考
察
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
以
下
、
こ
の
③
の
古
今
注
︵
本
古
今
注
と
呼
ぶ
︶
に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
く
。

二
、
い
か
な
る
注
か

　

本
古
今
注
は
ま
ず
仮
名
序
か
ら
は
じ
ま
り
、
巻
第
一
か
ら
二
十
ま
で
の
注
を
完
備
す
る
。
た
だ
し
全
て
の
和
歌
に
対
し
て
注
が
付
け
ら
れ

て
い
る
訳
で
は
な
い
。
和
歌
も
一
首
全
体
を
掲
出
し
て
、
注
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
問
題
と
な
る
部
分
の
み
の
掲
出
と
な
っ
て

い
る
。
被
注
歌
の
新
編
国
歌
大
観
番
号
を
示
す
と
、
次
の
通
り
。

仮
名
序
︙ 

二
十
九
項
目
︵
項
目
の
数
え
方
は
私
意
︶

巻
第
一
︙ 

3
・
29
・
39
・
53
・
57

巻
第
二
︙ 

75
作
・
95
・
99
・
121
・
126
・
132
詞

巻
第
三
︙ 

150
・
160
・
166

巻
第
四
︙ 

171
・
172
・
177
・
196
・
204
・
208
・
216
・
224
・
227
・
230
詞
・
237
作
・
241
・
248

巻
第
五
︙ 

250
・
254
・
261
・
267
・
280
・
284
・
287
・
292
・
294
・
301
・
307
・
312

巻
第
六
︙ 

318
・
321
・
339
・
342
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巻
第
七
︙ 

349
・
351
・
358

巻
第
八
︙ 

367
・
369
詞
・
373
作
・
379
・
393
詞
・
401
・
405
詞

巻
第
九
︙ 

407
・
410
・
411
詞
・
419
・
421

巻
第
十
︙ 
422
詞
・
423
・
426
・
427
・
431
・
431
詞
・
432
詞
・
433
詞
・
435
詞
・
436
詞
・
442
詞
・
444
詞
・
445
詞
・
447
詞
・
448
詞
・
449
詞
・

 
450
詞
・
452
詞
・
453
・
454
・
457
詞
・
458
詞
・
458
作
・
463
詞
・
466
詞

巻
第
十
一
︙ 

471
・
472
・
476
詞
・
491
・
492
・
508
・
512
・
540
・
541
・
551

巻
第
十
二
︙ 

556
詞
・
558
・
565
・
591
・
592
・
603

巻
第
十
三
︙ 

622
・
636
・
637
・
639
・
643
・
645
詞
・
646
・
648
・
649
・
653
・
654
・
657

巻
第
十
四
︙ 

696
・
699
・
704
・
711
・
724
・
725
・
730
・
731
・
734
・
739
・
740
作
・
746

巻
第
十
五
︙ 

747
詞
・
765
・
774
・
775
・
778
・
793
・
797
・
801
作
・
805
・
816
・
823

巻
第
十
六
︙ 

832
作
・
847
詞
・
862
詞

巻
第
十
七
︙ 

885
勘
・
885
作
・
886
・
892
・
894
・
895
左
・
903
・
912
・
919
詞
・
920
詞
・
921
・
923
・
925
作
・
927
作

巻
第
十
八
︙ 

955
作
・
959
・
961
・
962
・
963
詞
・
972
・
975
・
998

巻
第
十
九
︙ 

1001
・

1002
詞
・

1003
・

1007
・

1010
・

1014
・

1018
・

1027
・

1048
作
・

1054
作
・

1055
・

1064
・

1066

巻
第
廿
︙ 

1073
・

1082
左
・

1084
左
・

1086
・

1097
・

1098
︵
他
一
項
目
︶

墨
滅
歌
︙ 

1108 

︵
※
詞
書
は
﹁
詞
﹂、
作
者
は
﹁
作
﹂、
左
注
は
﹁
左
﹂、
勘
物
は
﹁
勘
﹂
で
示
し
た
︶

　

そ
れ
で
は
注
の
性
格
を
探
っ
て
み
た
い
。
本
古
今
注
の
仮
名
序
冒
頭
部
分
、
巻
一
注
の
写
真
・
翻
刻
を
掲
げ
る
。
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翻
刻

　
　
　

序
之
分

    

一
、
チ
リ
ヒ
チ　

イ
チ
ト
読
。
二
条
家
ニ
ハ
ヒ
チ
ト
読
テ
塵
ト
泥
ノ
事
也
。

    

一
、
王
仁　

ニ
ン
ト
読
。　

二
条
家
ニ
ハ
王
ニ
ト
読
。

    

一
、
ア
サ
カ
山　

嘉
禄
本
ニ
ハ
哥
ア
リ
。

    

一
、
ウ
ネ
メ　

べス
ム

ト
読

《仮名序冒頭》
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翻
刻

　

第
一

    

一
、
春
霞　

上
ノ
五
文
字
ニ
テ
ハ
清
。
腰
ニ
テ
ハ
濁
ル
義
モ
有
。︵
3
︶

    

一
、
タ
ツ⎝濁⎠キ⎝
濁
⎠モ

シ
ラ
ヌ　

皆
ス
ム
モ
ア
リ
。
ソ
レ
ハ
木
ノ
心
有
也
。︵
29
︶

    

一
、
ク
ラ
フ
山
︵
39
︶　

タ
ヘ
テ⎝濁⎠桜
ノ
︵
53
︶

    

一
、
オ
ナ
シ
昔
ニ
サ
ク
ラ
メ
ト　

此
ハ
サ
フ
ラ
ヘ
ト
ヽ
云
心
也
。︵
57
︶

　

一
部
分
の
引
用
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
本
古
今
注
の
基
本
的
性
格
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
本
古
今
注
の
本
文
は
カ
タ
カ
ナ
漢
字
交
じ

り
の
表
記
で
あ
り
、
所
々
に
語
の
清
濁
を
示
す
点
が
付
さ
れ
て
い
る⎝

₆
⎠。
一
見
し
て
聞
書
ノ
ー
ト
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
内
容
を
見
る
と
、

《巻第一春上》
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ま
ず
仮
名
序
注
冒
頭
は
﹁
チ
リ
ヒ
チ　

イ
チ
ト
読
。
二
条
家
ニ
ハ
ヒ
チ
ト
読
テ
︙
﹂
と
、
読
み
癖
に
関
し
て
の
注
記
で
始
ま
る
。
次
の
﹁
王

仁
﹂
も
﹁
仁
﹂
の
字
を
ど
う
読
む
か
が
問
題
に
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
読
み
癖
に
関
す
る
注
で
あ
る
。
ま
た
巻
一
の
注
の
方
を
見
る
と
、
清

音
で
読
む
か
濁
音
で
読
む
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
注
が
目
に
着
く
。﹁
タ
ヘ
テ⎝濁⎠桜
ノ
﹂
の
よ
う
に
、清
濁
を
示
す
点
の
み
が
付
さ
れ
て
い
る

例
も
あ
る
。
本
古
今
注
は
、
勿
論
そ
れ
が
全
て
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
清
濁
・
読
み
癖
に
関
す
る
説
を
中
心
記
し
た
注
釈
書
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
猶
、
巻
一
注
の
三
つ
目
の
項
目
は
、﹁
ク
ラ
フ
山
﹂
と
あ
る
だ
け
で
何
の
注
に
も
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
三
九
番
歌
﹁
梅
花
に

ほ
ふ
春
べ
は
く
ら
ぶ
山
や
み
に
こ
ゆ
れ
ど
し
る
く
ぞ
有
り
け
る
︵
紀
貫
之
︶﹂
の
注
で
あ
る
が
、
当
該
歌
の
中
世
の
注
を
み
る
と
、﹁
く
ら
ぶ

山
﹂
の
﹁
フ
﹂
文
字
の
清
濁
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る⎝

₇
⎠。

と
い
う
こ
と
は
、
本
古
今
注
も
、
元
々
は
﹁
フ
﹂
の
傍
に
濁
点
あ

る
い
は
不
濁
点
が
付
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る⎝
₈
⎠。

つ
ま
り
本
古
今
注
は
転
写
を
経
て
お
り
、
清
濁
点
は
必
ず
し
も
原
撰
段
階
の
も
の
を
忠

実
に
反
映
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
清
濁
点
が
文
字
の
左
傍
に
付
い
て
い
た
り
、
右
傍
に
付
い
て
い
た
り
す

る
が
、
こ
れ
は
声
調
を
表
す
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
巻
第
一
・
二
九
番
歌
﹁
タ
ツ
キ
モ
シ
ラ
ヌ
﹂
の
﹁
ツ
﹂
の
左
傍
、﹁
キ
﹂
の
右
傍

に
そ
れ
ぞ
れ
濁
点
が
存
す
る
が
、
こ
れ
は
、
当
該
歌
中
の
語
﹁
た
つ
き
﹂
の
読
み
に
つ
い
て
﹁
タ
ツ
ギ
﹂・﹁
タ
ヅ
キ
﹂
の
両
説
が
存
す
る
と

い
う
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
上
で
、﹁
皆
ス
ム
モ
ア
リ
﹂、
即
ち
﹁
タ
ツ
キ
﹂
と
い
う
、
何
れ
の
字
も
清
音
で
読
む
第
三
の
説

を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
読
み
癖
・
清
濁
に
関
す
る
注
は
、
中
世
の
歌
学
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
た
も
の
で
あ
り⎝

₉
⎠、

本
古
今
注
の
よ
う
に
、
こ
う
し
た

方
法
に
主
眼
を
い
た
古
今
注
は
、
特
に
珍
し
い
も
の
で
は
無
い
。
例
え
ば
堯
恵
︵
一
四
三
〇
～
︶﹃
古
今
集
声
句
相
伝
聞
書
﹄・
細
川
幽
斎

︵
一
五
三
四
～
一
六
一
〇
︶﹃
古
今
清
濁
口
訣
﹄
等
が
挙
げ
れ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
秘
注
語
や
注
内
容
に
つ
い
て
、
本
古
今
注
と
比
較
し
て
も
、

影
響
関
係
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
は
未
確
認
で
あ
る⎠

10
⎝

。
本
古
今
注
の
独
自
性
は
高
い
と
言
え
る
。
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三
、
ど
の
よ
う
な
立
場
で
書
か
れ
て
い
る
か

　

そ
れ
で
は
、本
古
今
注
の
注
釈
者
は
自
ら
を
ど
の
歌
道
の
流
派
に
立
つ
者
と
し
て
認
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。﹃
古
今
集
﹄
の
説
の
中
に

は
、
二
条
家
・
冷
泉
家
で
説
が
異
な
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
今
川
了
俊
︵
一
三
二
六
～
一
四
一
四
頃
︶
は
南
北
朝
期

の
武
家
歌
人
で
あ
る
が
、
冷
泉
為
秀
︵
～
一
三
七
二
︶
の
門
弟
と
し
て
、
冷
泉
家
流
の
立
場
か
ら
歌
学
書
を
多
く
著
し
て
い
る
。
了
俊
の
著

し
た
歌
学
書
の
中
の
、
二
条
家
と
冷
泉
家
で
説
が
異
な
る
古
今
の
説
を
箇
条
書
き
に
し
た
部
分
を
掲
げ
る
。

　
　

其
二
条
家
・
冷
泉
家
の
古
今
の
説
相
違
の
条
々

  　

一
、
富
士
の
山
の
煙
の
不家

説立
・
不
絶
事
︵
①
︶

  　

一
、
な
が
ら
の
橋
の
作同

・
尽
の
事
︵
②
︶

  　

一
、
王
仁同

と
王
に
と
の
よ
み
の
事
︵
③
︶

  　

一
、
作
者
の
名
、
て同う
と
う
つ
く
と
の
事
︵
④
︶

  　

一
、
万
葉
集
の
時
代
の
事
︵
⑤
︶

　
　

如
此
の
替
目
猶
あ
ま
た
侍
り
。
只
今
心
に
う
か
ぶ
ば
か
り
を
先
注
侍
り
。︵﹃
了
俊
歌
学
書
﹄︶

　

五
項
目
が
挙
げ
ら
れ
る
。
便
宜
的
に
①
～
⑤
と
番
号
を
付
し
た
。
①
か
ら
④
に
つ
い
て
は
、
右
に
﹁
家
説
﹂
乃
至
﹁
同
﹂
と
傍
記
の
あ
る

方
が
冷
泉
家
説
、
そ
う
で
な
い
方
が
二
条
家
説
と
し
て
、
冷
泉
家
で
は
認
識
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
⑤
に
関
し
て
は
、
片
桐
洋

一
氏
﹃
解
題
﹄
で
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、﹃
古
今
集
﹄
仮
名
序
の
﹁
な
ら
の
帝
﹂
を
、
冷
泉
家
で
は
聖
武
天
皇
、
二
条
家
で
は
文
武
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天
皇
に
比
定
す
る
と
い
う
説
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
五
項
目
に
つ
い
て
、
本
古
今
注
で
は
ど
の
よ
う
な
注
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
見
て
み

た
い
。

　

③
一
、
王
仁　

ニ
ン
ト
読
。　

二
条
家
ニ
ハ
王
ニ
ト
読
。

　

①
一
、
煙
タ
ヽ
ス　

立
ノ
字
也
。
祝
言
ノ
心
也
。
二
条
家
ニ
ハ
不
断
ノ
心
也
。

　

②
一
、
ナ
カ
ラ
ノ
橋
モ
ツ
ク
ル
也　

作
也
。
二⎝

二
条
家
⎠

ー
ー
ハ
尽
ノ
字
也
。

⑤
一
、
ナ
ラ
ノ
御
時
ヨ
リ　

聖
武
也
。
二⎝

二
条
家
⎠

ー
ー
ハ
文
武
也
。
是
ハ
延
喜
マ
テ
ハ
二
百
九
年
也
。
顕
昭
ハ
平
城
ト
注
ス
。
是
ハ
延
喜
マ
テ

ハ
九
十
三
年
也
。

　

④
に
つ
い
て
は
言
及
が
無
い
が
、
そ
れ
以
外
の
四
項
目
に
つ
い
て
は
注
が
施
さ
れ
、
か
つ
冷
泉
家
説
を
と
り
、﹁
二
条
家
ニ
ハ
︙
﹂
と
し
て

二
条
家
説
も
併
記
す
る
形
で
あ
る
。
本
古
今
注
の
注
釈
者
は
冷
泉
流
の
立
場
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

　

今
挙
げ
た
箇
所
以
外
に
も
、
以
下
の
ⅰ
～
ⅷ
の
通
り
、
歌
道
家
の
名
を
挙
げ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

 ︵
ⅰ
︶
一
、
チ
リ
ヒ
チ　

イ
チ
ト
読
。
二
条
家
ニ
ハ
ヒ
チ
ト
読
テ
塵
ト
泥
ノ
事
也
。︵
序
︶

 ︵
ⅱ
︶
一
、
ソ
ト
ホ
リ
ヒ
メ
ノ
流
也　

リ
ウ
ト
読
也
。
二⎝
二
条
家
⎠

ー
ー
ニ
ハ
タ
ク
ヒ
ト
読
。︵
序
︶

 ︵
ⅲ
︶
一
、
キ
リ
〳
〵
ス　

清
輔
説
ハ
上
ヨ
リ
イ
フ
。
当
流
ニ
ハ
下
ヨ
リ
︵
巻
第
四
秋
上
196
︶

 ︵
ⅳ
︶
啼
キ
ツ
ル
ナ
ヘ
ニ
日
ハ
ク
レ
ヌ
ト　

ナ
ヘ
ニ
ハ
カ
ラ
ニ
也
。
暮
ヌ
ト
ノ
ト
ノ
字
、当
流
ニ
ハ
第
四
ノ
頭
ニ
ト
ヲ
付
。
六顕
輔

条
家
ニ
ハ

第
三
ノ
下
ニ
付
ル
也
。︵
巻
第
四
秋
上
204
︶

 ︵
ⅴ
︶
一
、
ヲ
カ⎝
清
⎠タ

マ
ノ
木　

二
条
家
ニ
ハ
カ⎝濁⎠。
朽
木
ノ
説
モ
有
。
年
木
ト
モ
、
又
柳
ト
モ
。
皆
異
説
也
。
ヲ
タ
マ
木
用
之
。
ア
ハ
ヲ
カ

タ
マ
ト
ハ
、
ヲ
ハ
助
字
也
。
カ
ハ
ヤ
也
。︵
巻
第
十
物
名
431
︶
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 ︵
ⅵ
︶
一
、
メ
ト⎝
濁
⎠ニ
ケ
ツ
リ
ハ
ナ
サ
セ
リ
ケ
ル　

飛⎝
飛
鳥
井
家
⎠

鳥
ー
ハ
黄
蓍
也
。
甁
子
ノ
類
也
、
用
之
。︵
巻
第
十
物
名
445
︶

 ︵
ⅶ
︶
君
カ
名
モ
我
名
モ
タ
テ
シ
難
波
ナ
ル
ミ
ツ⎝
濁
⎠ト

モ
イ
ハ
シ　

二
条
家
ニ
ハ
ミ
ツ⎝
清
⎠ト

モ
。︵
巻
第
十
三
恋
三
649
︶

 ︵
ⅷ
︶
一
、
ワ
ク
ラ
ハ⎝
清
⎠ニ　

邂
逅
也
。
自ヲ

ノ
心
モ
有
。
二⎝
二
条
家
⎠
ー
ー
ニ
ハ
ワ
ク
ラ
ハ⎝
濁
⎠。
若
葉
ノ
紅
葉
也
。︵
巻
第
十
八
雑
下
962
︶

　

二
条
家
の
他
、
清
輔
・
六
条
家
、
そ
し
て
飛
鳥
井
家
説
を
自
ら
の
説
と
と
も
に
挙
げ
る
。
こ
こ
か
ら
飛
鳥
井
家
が
歌
道
家
と
し
て
確
立
し

た
室
町
中
期
以
降
に
成
立
し
た
注
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
冷
泉
家
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
自
ら
が
依
っ
て
立
つ
流
派
が
冷
泉

家
だ
、
と
い
う
意
識
に
よ
る
も
の
と
見
做
し
得
る
。

　

こ
こ
で
冷
泉
流
の
立
場
に
あ
る
本
古
今
注
の
注
釈
者
と
宗
匠
家
と
の
距
離
は
如
何
程
な
の
か
と
い
う
問
題
も
生
ず
る
。
冷
泉
流
を
標
榜
す

る
古
今
注
で
も
、
必
ず
し
も
実
際
に
冷
泉
家
で
行
わ
れ
て
い
た
注
説
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。﹃
大
江
広
貞
註
﹄
の
よ
う
に
、
宗
匠
家
嫡
流
と

は
隔
た
っ
た
所
で
成
立
し
た
古
今
注
も
存
す
る⎠

11
⎝

。
本
古
今
注
の
説
が
冷
泉
家
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
な
の
か
、
検
討
し
て
み
た
い
。

　

冷
泉
家
説
を
伝
え
る
古
今
注
は
必
ず
し
も
多
く
残
っ
て
お
ら
ず
、
本
古
今
注
の
説
を
全
て
を
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
い
く
つ
か
は
冷
泉
家
説
を
伝
え
る
と
考
え
ら
れ
る
資
料
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
歌
道
家
に
よ
り
説
の
わ
か
れ
る
と
見
ら
れ
る
所
引
ⅰ
～

ⅷ
を
中
心
に
見
て
み
た
い
。

　

ⅰ
と
し
て
挙
げ
た
仮
名
序
の
﹁
ち
り
ひ
ち
﹂
の
読
み
に
つ
い
て
、
本
古
今
注
に
よ
れ
ば
、
自
家
説
が
﹁
イ
チ
﹂
で
二
条
家
説
が
﹁
ヒ
チ
﹂

と
な
る
が
、
一
条
兼
良
︵
一
四
〇
二
～
一
四
八
一
︶
の
説
を
伝
え
る
﹃
一
条
御
説
﹄
に
、﹁
た
か
き
山
も
麓
の
塵
ひ
ち
よ
り
と
有
は
、
塵
泥
と

か
け
り
。
然
者
二
条
家
に
は
ち
り
ひ
ち
と
よ
め
り
。
冷
泉
家
に
は
ち
り
い
ち
と
よ
め
り
﹂
と
見
え
る
。
こ
れ
は
本
古
今
注
の
述
べ
る
と
こ
ろ

と
同
じ
で
あ
る
。
兼
良
に
は
冷
泉
家
当
主
が
仕
え
て
い
た
の
で
、
冷
泉
家
の
説
に
接
す
る
機
会
は
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
本
古

今
注
の
﹁
ち
り
ひ
ち
﹂
説
は
実
際
の
冷
泉
家
に
お
け
る
認
識
で
あ
る
と
見
做
せ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
広
島
大
学
蔵
伝
上
冷
泉
為
和
筆
︹
江
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戸
前
期
︺
写
﹃
古
今
聞
書
﹄
の
行
間
書
入
に
も
、
次
の
よ
う
に
同
じ
内
容
の
記
述
が
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

二
条
家　
　

ち
り
ひヰ

ト
よ
む
家
説
　
他
家
ニ
ハ
ヒ
ト
ヨ
ム

ち

　

こ
の
伝
為
和
筆
﹃
古
今
聞
書
﹄
は
飛
鳥
井
栄
雅
︵
雅
親
、
一
四
一
六
～
一
四
九
〇
︶
の
説
を
伝
え
る
﹃
蓮
心
院
殿
説
古
今
集
註
﹄
の
一
伝

本
で
、
行
間
の
書
入
は
﹁
冷
泉
家
の
立
場
か
ら
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
﹂
で
あ
る
。
こ
の
書
入
は
親
本
段
階
か
ら
あ
っ
た
も
の
と
思
し
く
、

為
和
の
所
為
と
す
る
見
方
も
あ
る
が⎠

12
⎝

、
片
桐
洋
一
氏
は
、﹁
さ
ら
に
疑
問
と
す
べ
き
は
﹁
冷
泉
家
説
﹂
と
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
二
条
家
と
の

説
の
対
立
が
既
に
有
名
に
な
っ
て
い
た
仮
名
序
や
春
の
上
下
な
ど
の
﹁
古
今
集
﹂
の
冒
頭
部
分
に
限
ら
れ
て
い
て
、
他
の
多
く
の
書
入
れ
は

﹁
顕
注
密
勘
﹂
と
﹁
僻
案
抄
﹂
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
為
和
な
ど
の
冷
泉
家
当
主
で
は
な
く
、
飛
鳥
井
家
の
伝
授
を
受
け

た
上
で
、
あ
ら
た
め
て
為
和
の
訓
説
を
受
け
た
こ
の
道
執
心
の
人
物
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
﹂
と
推
測
す
る⎠

13
⎝

。
そ
の
後
こ
の
本
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
た
日
高
愛
子
氏
も
、
片
桐
氏
の
見
解
に
賛
意
を
示
し
て
い
る⎠

14
⎝

。
し
か
し
為
和
の
説
で
は
な
い
に
せ
よ
、
為
和
か
ら
註
説
の
伝
授
を
受

け
た
者
の
書
入
で
あ
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
実
際
に
室
町
後
期
頃
の
冷
泉
家
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
説
と
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
本
古
今
注
の

﹁
ち
り
ひ
ち
﹂
説
が
宗
匠
家
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
説
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
い
よ
い
よ
間
違
い
な
い⎠

15
⎝

。

　

ま
た
、
ⅱ
と
し
て
、﹁
流
﹂
を
冷
泉
家
説
で
は
﹁
リ
ウ
﹂
と
読
み
、
二
条
家
で
は
﹁
タ
ク
ヒ
﹂
と
す
る
と
い
う
言
説
を
挙
げ
た
。
二
条
家
の

流
れ
を
汲
む
諸
注
を
見
る
に
、﹁
タ
ク
ヒ
﹂
が
必
ず
し
も
二
条
家
正
説
と
は
限
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
冷
泉
流
の
注
﹃
良
恕
親
王
注
﹄︵
曼

殊
院
蔵
﹃
古
今
鈔
﹄︶
に
は
、

　
　

流
、
り
う
と
当
流
用
。
り
う
は
哥
の
体
也
。
其
つ
り
也
。
二
条
家
ニ
ハ
た
く
ひ
と
用
ル
也
。

と
あ
る
。﹃
良
恕
親
王
注
﹄
は
、
寛
永
四
︵
一
六
二
七
︶
年
十
一
月
二
十
五
日
、
曼
殊
院
良
恕
親
王
︵
一
五
七
四
～
一
六
四
二
︶
が
藤
谷
︵
冷
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泉
︶
為
賢
︵
一
五
九
三
～
一
六
五
三
︶
よ
り
冷
泉
家
説
を
伝
授
さ
れ
た
折
に
、
写
し
留
め
た
も
の
で
、
冷
泉
流
の
立
場
で
ま
と
め
ら
れ
た
古

今
注
で
あ
り
、
近
世
初
期
頃
に
実
際
に
冷
泉
家
で
行
わ
れ
て
い
た
注
説
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る⎠

16
⎝

。
清
濁
や
読
み
癖
に
つ
い
て
主
眼
を
置
く
古

今
注
で
無
い
の
で
、
本
古
今
注
と
内
容
的
に
重
な
る
部
分
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
が
、
ⅱ
の
ほ
か
に
も
本
古
今
注
と
類
似
す
る
注
説
が
少
な

か
ら
ず
見
え
る⎠

17
⎝

。
例
え
ば
、
ⅷ
に
関
し
て
も
﹁
ワ
ク
ラ
葉
ト
ハ
読
ヘ
カ
ラ
ス
、
二
条
家
説
也
﹂
と
見
え
る⎠

18
⎝

。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
古
今
注
に
は
、
実
際
に
冷
泉
家
で
行
わ
れ
て
い
た
説
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る⎠

19
⎝

。

　

本
古
今
注
の
注
釈
者
は
自
ら
を
冷
泉
流
の
立
場
で
注
説
を
記
し
て
お
り
、
室
町
後
期
～
近
世
初
期
頃
の
冷
泉
家
説
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
宗
匠
家
と
本
古
今
注
注
釈
者
と
の
距
離
も
比
較
的
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
著
者
が
冷
泉
家
当
主
か
ど
う
か
は
断
定
で

き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
冷
泉
家
当
主
に
よ
る
注
説
が
淵
源
に
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

  

四
、
注
釈
者
は
為
和
か

　

こ
こ
で
、
改
め
て
本
古
今
注
が
為
和
の
手
に
な
る
歌
学
書
類
と
合
写
さ
れ
て
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
本
古
今
注
は
為
和
が

﹃
題
会
之
庭
訓
﹄・
為
和
改
編
本
﹃
和
歌
会
次
第
﹄
と
共
に
伝
授
し
た
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
古
今
注
が
、
為
和
の
著
作
で
あ
る

可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
確
実
に
為
和
の
手
に
な
る
と
断
定
出
来
る
古
今
注
は
現
存
し
な
い
。
為
和
の
関
わ
っ
た
古
今
伝

授
資
料
は
存
す
る
が
、
そ
の
説
は
あ
く
ま
で
秘
伝
的
注
説
で
あ
り
、
本
古
今
注
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
注
説
と
は
次
元
の
異
な
る
も
の
と
思

わ
れ
、
比
較
し
て
み
て
も
本
古
今
注
が
為
和
注
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
材
料
と
は
な
ら
な
い⎠

20
⎝

。
な
の
で
、
本
古
今
注
の
内
容
を
検
討
す
る
こ

と
で
考
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
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巻
第
十
五
、八
〇
五
番
歌
注
に
注
目
し
た
い
。
本
古
今
注
に
お
け
る
当
該
歌
注
は
次
の
通
り
。

一
、
ナ
ト
カ
泪
ノ
イ
ト
ナ
カ
ル
ラ
ン　

最
無
ノ
字
也
。
又
イ
ト
マ
ナ
キ
ト
モ
云
也
。

　
﹁
い
と
な
か
る
﹂
に
つ
い
て
﹁
最
無
﹂
説
を
第
一
に
述
べ
、
又
の
説
と
し
て
﹁
い
と
ま
な
き
﹂
説
を
挙
げ
る
。﹃
良
恕
親
王
注
﹄
に
は
、﹁
イ

ト
ナ
カ
ル
ト
ハ
無
暇
ヲ
家
説
ト
ス
。
非
最
流
。
涙
ノ
イ
ト
マ
ナ
カ
ル
ラ
ン
ト
云
也
﹂
と
あ
り
、
本
古
今
注
が
第
一
に
挙
げ
た
説
﹁
最
無
﹂
説

で
は
無
く
、﹁
又
﹂
と
し
て
挙
げ
た
説
が
家
説
と
な
っ
て
お
り
、﹁
最
流
﹂
説
を
否
定
す
る
。﹁
最
無
﹂
説
に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
は
無
い
。

ま
た
伝
為
和
筆
﹃
古
今
聞
書
﹄
行
間
書
入
も
﹁
或
ハ
イ
ト
マ
ナ
キ
也
。
無
暇
。
非
最
流
﹂
と
、同
様
の
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
藤

原
定
家
撰
﹃
僻
案
抄
﹄
に
見
え
る
注
説
で
、
定
家
以
来
御
子
左
流
で
は
こ
の
説
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
﹃
僻
案
抄
﹄
当
該

歌
注
に
は
﹁
惣
此
集
之
中
、
最
字
ヲ
い
と
ゝ
よ
め
る
事
不
可
用
﹂
と
い
う
記
述
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
古
今
注
が
第
一
に
挙
げ
て
い
る
﹁
最

無
﹂
説
は
定
家
の
否
定
す
る
と
こ
ろ
の
説
と
言
え
る⎠

21
⎝

。
や
は
り
、
本
古
今
注
の
当
該
歌
注
は
、
御
子
左
流
の
宗
匠
家
の
人
間
の
注
と
し
て
は

不
自
然
な
感
は
否
め
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
前
節
で
引
用
し
た
部
分
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
自
説
と
他
家
説
を
併
記
す
る
場
合
、
他
家
説
を
排
斥
す
る
よ
う
な
文
言
が
あ
ま
り

無
く
、
冷
泉
家
を
相
対
的
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
人
間
の
手
に
な
る
注
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
本
古
今
注
は
、
為
和
の
著
作
で
は
無
い
と
考
え
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
、
室
町
後
期
～
近
世
初
頃
の
冷
泉

家
で
行
わ
れ
て
い
る
説
を
多
く
含
み
、
宗
匠
家
と
の
距
離
も
そ
う
遠
く
な
い
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
為
和
の
著
作
と
合
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
等

を
考
え
併
せ
る
と
、
為
和
か
ら
注
説
の
伝
授
を
受
け
た
者
が
為
和
説
を
核
と
し
て
、
周
辺
で
行
わ
れ
て
い
る
説
な
ど
も
併
せ
て
ま
と
め
た
も

の
か
、
と
考
え
る
の
が
、
と
り
あ
え
ず
は
一
番
無
理
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る⎠

22
⎝

。
即
ち
、
伝
為
和
筆
﹃
古
今
聞
書
﹄
行
間
書
入
と
と
も
に
、

為
和
段
階
の
冷
泉
家
説
を
含
ん
で
い
る
古
今
注
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
。
無
論
こ
れ
は
推
測
で
あ
る
か
ら
、
注
内
容
の
検
討
を
通
し
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て
検
証
し
て
ゆ
く
必
要
は
あ
ろ
う
。

五
、
室
町
期
に
お
け
る
冷
泉
家
流
古
今
注
説
の
展
開
│
四
三
一
番
歌
注
を
例
に

　

さ
て
、
冷
泉
家
説
を
含
む
こ
と
が
判
明
し
た
本
古
今
注
は
、﹃
古
今
集
﹄
注
釈
史
研
究
の
上
で
、
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
資
料
な
の
か
。
巻

第
十
・
四
三
一
番
歌
﹁
み
よ
し
の
の
よ
し
の
の
た
き
に
う
か
び
い
づ
る
あ
わ
を
か
た
ま
の
き
ゆ
と
見
つ
ら
む
︵
物
名
、
お
が
た
ま
の
木
、
紀
友

則
︶﹂
注
を
手
掛
か
り
に
考
え
た
い
。

　

広
島
大
学
蔵
伝
為
和
筆
﹃
古
今
聞
書
﹄
行
間
書
入
は
、家
説
と
し
て
詞
書
﹁
を
か
た
ま
の
木
﹂
の
﹁
か
﹂
に
つ
い
て
、﹁
当
家
説
ハ
清
﹂
と
、

清
音
で
読
む
こ
と
を
示
し
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

後
来
迎
院
殿
仰
也

今
案
、
此
哥
ニ
あ
は
を
か
た
ま
の
と
あ
る
、
を
か
は
、︵
Ａ
︶
か
文
字
や
ノ
心
歟
。
又
ハ
、︵
Ｂ
︶
ヲ
文
字
ハ
助
字
ニ
テ
、
泡
カ
ノ
心
歟
。

　

和
歌
本
文
の
第
四
句
﹁
あ
わ
を
か
た
ま
の
﹂
の
解
釈
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
後
来
迎
院
と
は
為
和
の
父
で
あ
る
冷
泉
為
広
︵
一
四
五
〇

～
一
五
二
六
︶
の
こ
と
。﹁
今
案
﹂
と
は
﹁
今
新
た
に
案
出
し
た
考
え
﹂。
つ
ま
り
傍
線
部
の
説
は
為
広
が
新
た
に
付
け
加
え
た
も
の
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
の
物
言
い
か
ら
、﹁
か
﹂
が
﹁
や
﹂
で
あ
る
と
す
る
説
︵
Ａ
︶、
又
は
、﹁
ヲ
﹂
を
助
字
と
み
て
﹁
あ
は
を
は
か
た

ま
﹂
を
﹁
泡
か
﹂
と
解
す
る
説
︵
Ｂ
︶
の
、
ど
ち
ら
を
取
る
べ
き
か
決
め
か
ね
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

　

本
古
今
注
の
当
該
歌
注
は
第
三
節
で
引
用
し
た
通
り
だ
が
、
こ
こ
で
再
掲
す
る
。

一
、
ヲ
カ⎝

清
⎠タ
マ
ノ
木　

二
条
家
ニ
ハ
カ⎝濁⎠。
朽
木
ノ
説
モ
有
。
年
木
ト
モ
、
又
柳
ト
モ
。
皆
異
説
也
。
ヲ
タ
マ
木
用
之
。
ア
ハ
ヲ
カ
タ
マ
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ト
ハ
、︵
Ｂ
︶
ヲ
ハ
助
字
也
。︵
Ａ
︶
カ
ハ
ヤ
也
。

　

や
は
り
﹁
お
か
た
ま
の
木
﹂
の
﹁
か
﹂
を
清
音
で
読
む
説
が
示
さ
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
傍
線
部
で
あ
る
。﹁
ヲ
ハ
助
字
也
﹂
は
先
の
為
広

の
今
案
︵
Ｂ
︶、﹁
カ
ハ
ヤ
也
﹂
は
今
案
︵
Ａ
︶
と
同
説
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
冷
泉
家
当
主
の
注
説
が
本
古
今
注
の
淵
源
に
あ
る
こ
と
の

証
左
と
も
言
え
よ
う
が
、
先
に
は
﹁
歟
﹂
と
疑
問
調
で
あ
っ
た
も
の
が
、
両
説
と
も
﹁
也
﹂
と
断
定
調
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
ど
ち
ら
の

説
を
と
る
べ
き
か
迷
っ
て
い
た
も
の
が
、
両
説
と
も
採
用
す
る
と
い
う
風
に
変
容
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

為
広
が
新
た
に
考
案
し
た
説
を
変
形
さ
せ
つ
つ
も
継
承
し
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
、本
古
今
注
は
為
広
以
後
の
冷
泉
家
説
︵
為
和
が
上
限
︶

を
基
盤
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
節
で
の
推
測
と
も
矛
盾
は
無
い
。
ま
た
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、
伝
為
和
筆
﹃
古
今
聞
書
﹄

行
間
書
入
と
同
じ
為
和
段
階
の
冷
泉
家
説
で
は
あ
っ
て
も
、
本
古
今
注
の
方
が
少
し
後
年
の
為
和
説
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
為

和
は
父
為
広
の
説
を
発
展
さ
せ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
さ
ら
に
﹃
良
恕
親
王
注
﹄
の
当
該
歌
注
も
確
認
し
て
お
こ
う
。

一
説
朽ク

チ

木キ

ト
モ
云
リ
。
又
歳サ
イ
ホ
ク木

ト
モ
。
飛
鳥
井
ニ
ハ
柳
ト
云
々
。︵
︙
中
略
︙
︶
ア
ハ
オ
カ
タ
マ
、︵
Ａ
︶
此
カ
ハ
ヤ
也
。
又
︵
Ｂ
︶
ヲ

ハ
ヲ
キ
字
也
。
哥
ノ
心
ハ
水
ノ
ア
ハ
ヤ
玉
ノ
キ
ユ
ル
ト
ミ
エ
ツ
ラ
ン
ト
云
心
也
。

　

本
古
今
注
と
同
様
に
、︵
Ａ
︶
説
、︵
Ｂ
︶
説
を
共
に
採
用
し
、﹁
あ
は
を
か
た
ま
﹂
を
﹁
泡
や
玉
﹂
と
解
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
為
広
が

新
た
に
考
え
出
し
、
そ
の
後
の
冷
泉
家
当
主
︵
恐
ら
く
は
為
和
︶
に
よ
っ
て
手
が
加
え
ら
れ
た
と
思
し
き
注
説
が
、
冷
泉
家
説
と
し
て
定
着

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
﹁
を
か
た
ま
﹂
の
﹁
か
﹂
を
清
音
で
読
む
と
い
う
説
は
﹃
良
恕
親
王
注
﹄
で
は
見
え
な
い
。﹃
良
恕
親
王
注
﹄

が
他
の
部
分
で
語
の
清
濁
に
触
れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
清
濁
に
無
関
心
と
い
う
訳
で
は
な
く
て
、
こ
の
語
の
清
濁
は
、
近
世

初
期
ま
で
に
は
、
冷
泉
家
に
お
い
て
重
要
な
注
説
で
は
無
く
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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以
上
、
一
首
の
み
の
例
示
で
あ
る
が
、
室
町
期
の
冷
泉
家
説
と
い
っ
て
も
、
常
に
不
変
な
も
の
で
は
な
く
、
代
々
の
当
主
に
よ
っ
て
手
を

加
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
が
判
る
。
本
古
今
注
は
、
室
町
期
の
冷
泉
家
古
今
学
の
展
開
を
考
え
る
に
際
し
て
、
有
益
な
情
報
を
供
す
る
資

料
と
言
え
よ
う
。

 

お
わ
り
に

　
﹃
良
恕
親
王
注
﹄
の
一
伝
本
で
あ
る
﹁
佐
賀
大
学
本
古
今
集
注
﹂
を
調
査
し
た
片
桐
洋
一
氏
は
、
室
町
期
の
冷
泉
家
古
今
注
説
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。

富
士
の
煙
の
﹁
不
立
﹂
に
せ
よ
、﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
聖
武
説
に
せ
よ
、
冷
泉
家
説
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
説
は
、
い
ず
れ
も
為
相
の
時

代
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
冷
泉
家
説
の
発
展
は
、
ま
こ
と
に
無
き
に
等
し
く
、
飛
鳥
井
家
説
や
宗
祇
説
を
採
り
入
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
存
在
し
得
て
い
た
と
い
う
﹁
佐
賀
大
学
本
古
今
集
注
﹂
の
在
り
方
が
、
そ
の
ま
ま
歌
道
家
と
し
て
の
冷
泉
家
の
在
り
方
を
示
し

て
い
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
連
歌
師
な
ど
の
地
下
の
人
々
に
受
け
つ
が
れ
て
広
く
国
民
的
教
養
に
ま
で
広
が
っ
て
行
っ
た

二
条
家
説
と
は
対
抗
す
べ
く
も
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
ろ
う
。︵﹃
解
題
﹄
第
四
巻
よ
り
︶

　

確
か
に
、﹃
良
恕
親
王
注
﹄
は
﹃
両
度
聞
書
﹄
や
﹃
古
今
栄
雅
抄
﹄
等
の
他
流
の
古
今
注
説
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
部
分
も
少
な
く
な

く
、
こ
の
評
価
は
一
面
で
は
間
違
い
で
は
あ
る
ま
い
。

　

し
か
し
、
本
稿
第
五
節
で
見
た
と
お
り
、
為
広
・
為
和
期
の
冷
泉
家
古
今
学
に
は
何
ら
か
の
﹁
展
開
﹂
と
呼
ぶ
べ
き
現
象
が
あ
る
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。
為
広
・
為
和
は
各
地
に
下
向
し
て
和
歌
を
指
導
し
、
こ
の
時
期
、
冷
泉
家
の
門
弟
組
織
が
全
国
に
展
開
し
て
い
っ
た⎠

23
⎝

。
為
広
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や
為
和
は
そ
う
し
た
活
動
の
為
に
、
冷
泉
家
歌
学
と
い
う
も
の
に
向
き
合
い
、﹁
展
開
﹂
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
勿
論
、
他
流
の
歌

学
と
対
抗
す
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。
為
和
が
﹃
題
会
之
庭
訓
﹄
を
撰
述
し
、
定
家
の
﹃
和
歌
会
次
第
﹄
の
改
編
本
を
作
り
出
し
た

の
も
、
同
様
の
背
景
を
想
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

　

右
に
引
用
し
た
よ
う
な
評
価
が
な
さ
れ
る
理
由
と
し
て
は
、
室
町
期
の
冷
泉
流
の
立
場
で
著
さ
れ
た
古
今
注
が
少
な
く
、
冷
泉
家
古
今
学

に
つ
い
て
断
面
的
な
考
究
し
か
為
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
﹃
為
和
秘
抄
﹄
所
収
古
今
注
は
、
為
和

自
身
の
も
の
で
な
い
に
せ
よ
、
数
の
少
な
い
冷
泉
家
流
古
今
注
を
補
う
意
味
で
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
同
じ
く
数
少
な
い
冷
泉
家
流
の
注

で
あ
る
広
大
蔵
伝
為
和
筆
﹃
古
今
聞
書
﹄
書
入
や
﹃
良
恕
親
王
注
﹄
等
と
と
も
に
総
合
的
に
考
究
し
て
ゆ
く
こ
と
で
、
室
町
期
冷
泉
家
古
今

学
の
様
相
が
も
う
少
し
立
体
的
に
見
え
て
く
る
の
で
は
無
い
か
。
ま
た
そ
う
し
た
検
討
を
通
し
て
、
ま
だ
そ
の
資
料
的
性
格
の
全
て
が
明
ら

か
に
な
っ
た
と
言
え
な
い
本
古
今
注
や
、
伝
為
和
筆
﹃
古
今
聞
書
﹄
行
間
書
入
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
に
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。

【
注
】

︵
1
︶ 

赤
尾
照
文
堂
、
一
九
七
一
～
一
九
八
七
。
以
下
、﹃
解
題
﹄
と
略
称
す
る
。

︵
2
︶ 

勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
。
以
下
、﹃
伝
本
書
目
﹄
と
略
称
す
る
。

︵
3
︶ ﹃
題
会
之
庭
訓
﹄
と
為
和
改
編
本
﹃
和
歌
会
次
第
﹄
に
つ
い
て
は
、
川
平
ひ
と
し
氏
﹁
冷
泉
為
和
改
編
本
﹃
和
歌
会
次
第
﹄
に
つ
い
て
│
家
説

の
ゆ
く
え
│
﹂︵﹃
中
世
和
歌
テ
キ
ス
ト
論
│
定
家
へ
の
ま
な
ざ
し
﹄
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
︶、
同
氏
﹁
清
浄
光
寺
蔵
為
和
著
﹃
題
会
之
庭
訓

并
和
歌
会
次
第
﹄
に
つ
い
て
﹂︵
前
掲
書
付
属
Ｃ
Ｄ
│
Ｒ
Ｏ
Ｍ
所
収
︶
参
照
。

︵
4
︶ 

注
︵
3
︶
所
掲
川
平
氏
﹁
清
浄
光
寺
蔵
為
和
著
﹃
題
会
之
庭
訓
并
和
歌
会
次
第
﹄
に
つ
い
て
﹂。
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︵
5
︶ 

遊
行
寺
本
②
奥
書
の
署
名
は
、﹁
為
和
︵
花
押
︶﹂
と
な
っ
て
お
り
、
三
康
本
②
に
存
す
る
官
職
名
﹁
右
衛
門
督
﹂
の
四
字
が
無
い
。

︵
6
︶ 
本
古
今
注
に
お
い
て
、
清
濁
は
、
圏
点
に
よ
っ
て
注
さ
れ
る
。
単
点
︵
。︶
が
不
濁
点
、
双
点
︵。。
︶
が
濁
点
と
な
る
。
翻
刻
に
際
し
て
は
、

点
の
あ
る
位
置
に
︵
清
︶・︵
濁
︶
と
傍
記
し
た
。

︵
7
︶ 
例
え
ば
二
条
家
の
流
れ
を
汲
む
常
光
院
流
の
説
を
伝
え
る
﹃
古
今
集
延
五
記
﹄
は
、﹁
一
、
に
ほ
ふ
春
へ
は
く
ら
ふ
⎝
平
清
⎠山

／
カ
ヤ
ウ
ニ
別
ノ
用
ナ

キ
時
ハ
、
只
ク
ラ
フ

⎝
平
清
⎠ト
ス
ミ
テ
ヨ
メ
リ
。
物
ニ
タ
ク
ラ
ヘ
テ
云
時
ハ
ク
ラ
フ
⎝
平
濁
⎠ト
ニ
コ
ル
也
﹂
と
清
音
説
を
採
る
。
一
方
、
近
世
の
成
立
で
は

あ
る
が
、冷
泉
家
説
を
伝
え
る
﹃
良
恕
親
王
注
﹄
を
見
る
と
、﹁
く
ら
ふ
、フ
文
字
濁
﹂
と
濁
音
説
を
採
る
。
二
条
家
流
と
冷
泉
家
流
と
で
、﹁
ふ
﹂

の
清
濁
を
異
に
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

︵
8
︶ 

後
述
す
る
よ
う
に
、
本
古
今
注
は
冷
泉
家
流
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、﹁
フ
﹂
の
傍
に
は
濁
点
が
存
し
た
可
能
性
が
高
い
。

︵
9
︶ 

中
世
の
古
典
注
釈
に
お
け
る
清
濁
注
記
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
邦
基
氏
﹃
読
み
癖
注
記
の
国
語
史
研
究
﹄︵
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
︶

に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
る
。

︵
10
︶ 

別
稿
﹁︿
翻
刻
﹀
三
康
文
化
研
究
所
附
属
三
康
図
書
館
蔵
﹃
為
和
秘
抄
﹄
所
収
古
今
注
﹂︵﹃
三
田
國
文
﹄
59
、
二
〇
一
四
刊
行
予
定
︶
を
参
照

さ
れ
た
い
。

︵
11
︶ ﹃
大
江
広
貞
註
﹄
に
つ
い
て
は
、片
桐
氏
﹃
解
題
﹄
第
一
巻
及
び
﹃
古
今
集
註　

京
都
大
学
蔵
﹄︵
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
48
、臨
川
書
店
、

一
九
八
四
︶
所
収
の
田
村
緑
氏
﹁
解
題
﹂
参
照
。

︵
12
︶ 

新
井
栄
蔵
氏
﹁
栄
雅
の
︿
古
今
集
注
﹀
を
め
ぐ
っ
て
│
古
今
集
注
釈
史
論
│
﹂︵﹃
国
語
と
国
文
学
﹄
52
│
9
、
一
九
七
五
︶
等
。

︵
13
︶ 

片
桐
氏
﹃
解
題
﹄
第
四
巻
。

︵
14
︶ ﹁
広
島
大
学
蔵
伝
冷
泉
為
和
筆
﹃
古
今
聞
書
﹄
に
つ
い
て
﹂︵﹃
古
代
中
世
国
文
学
﹄
25
、
二
〇
一
〇
︶。
広
大
蔵
伝
為
和
筆
﹃
古
今
聞
書
﹄
に

つ
い
て
は
同
論
文
に
詳
し
い
。

︵
15
︶ ﹁
ち
り
ひ
ち
﹂
の
﹁
ひ
﹂
の
読
み
に
つ
い
て
は
、赤
瀬
信
吾
氏
﹁
一
条
兼
良
の
古
今
集
注
釈
﹂︵﹃
国
語
国
文
﹄
50
│
11
、一
九
八
一
︶
に
お
い
て
、

詳
細
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

︵
16
︶ 

浅
見
緑
氏
﹁
解
題
﹂︵﹃
曼
殊
院
蔵
古
今
伝
授
資
料
﹄
第
四
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
︶
参
照
。

︵
17
︶ 

た
だ
し
異
な
る
説
を
述
べ
る
点
も
あ
る
の
で
注
意
は
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
四
四
五
番
歌
詞
書
の
﹁
め
ど
﹂
に
つ
い
て
、
本
古
今
注
は
﹁
瓶

子
ノ
類
也
、
用
之
﹂
と
、
草
で
は
な
く
花
を
立
て
る
瓶
子
の
よ
う
な
器
と
す
る
が
、﹃
良
恕
親
王
注
﹄
に
は
、﹁
メ
ト
ヽ
云
草
也
。
花
立
ル
瓶カ

メ
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ト
云
、
不
可
用
﹂
と
、
本
古
今
注
の
採
る
も
の
と
同
類
の
説
を
否
定
し
て
い
る
。
伝
為
和
筆
﹃
古
今
聞
書
﹄
行
間
書
入
に
も
﹁
又
瓶
ノ
様
ナ

ル
物
と
云
説
ア
リ
、
其
ハ
不
可
用
也
云
々
﹂
と
あ
り
、﹁
め
ど
﹂
は
草
の
名
と
す
る
の
が
冷
泉
家
正
説
と
み
て
良
い
。
本
古
今
注
の
当
該
箇
所

は
誤
写
か
、
あ
る
い
は
第
四
節
で
言
及
す
る
よ
う
な
、
非
冷
泉
家
説
の
流
入
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

︵
18
︶ ﹃
良
恕
親
王
注
﹄
は
引
用
部
の
後
に
﹁
当
家
ニ
モ
、
若
葉
ノ
紅
葉
ヲ
ワ
ク
ラ
葉
ト
申
事
モ
ア
リ
。
ソ
レ
モ
希
ナ
ル
物
也
﹂
と
続
く
。
こ
の
点
、

本
古
今
注
と
異
な
る
。

︵
19
︶ 

勿
論
、
本
古
今
注
の
い
う
二
条
家
説
な
り
飛
鳥
井
家
説
は
、
実
際
の
そ
れ
ら
の
家
で
行
わ
れ
て
い
た
説
と
い
う
よ
り
も
、
冷
泉
家
・
冷
泉
流

の
認
識
す
る
二
条
家
説
、
飛
鳥
井
家
説
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
本
古
今
注
に
お
い
て
は
、
仮
名
序
序
﹁
つ
く
る
﹂
を
﹁
尽
﹂

と
解
す
る
の
が
二
条
家
説
で
あ
る
か
の
如
く
述
べ
ら
れ
る
が
、
二
条
家
正
説
は
冷
泉
家
と
同
じ
く
﹁
作
︵
造
︶﹂
で
あ
る
。
小
川
剛
生
氏
﹁
南

北
朝
期
の
二
条
家
歌
人
と
古
今
注
説
│
東
山
御
文
庫
蔵
﹃
二
条
為
忠
古
今
集
序
注
﹄
を
め
ぐ
っ
て
│
﹂︵﹃
明
月
記
研
究
﹄３
、一
九
九
八
︶
参
照
。

ま
た
、﹁
ち
り
ひ
ち
﹂
を
﹁
チ
リ
ヒ
ヂ
﹂
と
読
む
の
も
、
必
ず
し
も
二
条
家
正
説
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
赤
瀬
信
吾
氏
前
掲
論
文
参
照
。

︵
20
︶ 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、注
︵
10
︶
所
掲
の
拙
稿
に
て
言
及
す
る
予
定
で
あ
る
。
猶
、為
和
の
古
今
伝
授
資
料
に
つ
い
て
は
、川
平
ひ
と
し
氏
﹁
冷

泉
為
和
相
伝
の
切
紙
な
ら
び
に
古
今
和
歌
集
藤
沢
相
伝
に
つ
い
て
﹂︵
前
掲
書
付
属
Ｃ
Ｄ
│
Ｒ
Ｏ
Ｍ
所
収
︶
に
詳
し
い
。

︵
21
︶ 

こ
こ
で
定
家
が
直
接
的
に
批
判
し
て
い
る
の
は
、﹁
最
流
﹂
説
で
あ
る
が
、本
古
今
注
の
﹁
最
無
﹂
説
と
定
家
説
が
矛
盾
す
る
こ
と
に
違
い
な
い
。

猶
、﹃
僻
案
抄
﹄
当
該
歌
注
は
、
一
類
本
︵
川
平
分
類
︶
の
う
ち
、
東
山
御
文
庫
本
等
の
定
家
自
筆
の
形
態
を
保
存
す
る
伝
本
に
は
見
え
な
い
。

川
平
分
類
に
つ
い
て
は
川
平
ひ
と
し
氏
前
掲
書
参
照
。

︵
22
︶ 

本
古
今
注
の
内
容
の
内
、
冷
泉
家
説
と
そ
う
で
な
い
説
と
の
弁
別
は
難
し
い
。
注
内
容
を
子
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
て
ゆ
く
し
か

な
い
だ
ろ
う
。

︵
23
︶ 

井
上
宗
雄
氏
﹃
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
後
期
﹇
改
訂
新
版
﹈﹄︵
明
治
書
院
、
一
九
八
七
︶、
赤
瀬
信
吾
氏
﹁
為
広
と
門
弟
組
織　

乱
世
を

生
き
た
冷
泉
家
当
主
﹂︵
冷
泉
為
人
氏
監
修
﹃
冷
泉
家
歌
の
家
の
人
々
﹄、
書
肆
フ
ロ
ー
ラ
、
二
〇
〇
四
︶、
小
川
剛
生
氏
﹃
武
士
は
な
ぜ
歌
を

詠
む
か
│
鎌
倉
将
軍
か
ら
戦
国
大
名
ま
で
﹄︵
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
八
︶
等
参
照
。
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【
引
用
本
文
】『
古
今
和
歌
集
』
…
新
編
国
歌
大
観
、『
了
俊
歌
学
書
』
…
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
、『
一
条
御
説
』
…
武
井
和
人
氏
『
一
条
兼
良
の
書
誌

的
研
究
』
増
訂
版
（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
）
広
島
大
学
蔵
伝
上
冷
泉
為
和
筆
『
古
今
聞
書
』
…
広
島
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
蔵
（
大
国
・

八
四
六
、慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
紙
焼
写
真
Ｇ
一
六
〇
七
─
二
を
利
用
）、『
良
恕
親
王
注
』（『
曼
殊
院
蔵
古
今
伝
授
資
料
』
第
四
巻
、

汲
古
書
院
、
一
九
九
一
）、『
僻
案
抄
』
…
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
鷹
・
六
四
五
）、『
延
五
記
』
…
（
秋
永
一
枝
氏
・
田
辺
佳
代
氏
『
古
今
集
延
五
記
〈
天

理
図
書
館
蔵
〉』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
八
）
※
本
文
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
一
部
表
記
を
私
に
改
め
た
場
合
が
あ
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
二
〇
一
四
年
度
藝
文
学
会
研
究
発
表
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
の
一
部
に
補
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
そ
の
他
の
場
に
お
い

て
御
教
示
下
さ
っ
た
先
生
方
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
本
稿
を
為
す
に
あ
た
っ
て
、
資
料
の
掲
載
を
許
可
下
さ
っ
た
三
康
文
化
研
究
所
附

属
三
康
図
書
館
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。


